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またCAD (Dはこの場合 Design を意味する〉についても，顧客の意見はもちろん，法規
や過去に蓄積されてきた社内の諸データや方針に至るまで容易に呼び込むことのできるいわゆ
る「知的 CAD (イシテリジェント CAD)J とよばれるものの充実が急務である。筆者自身
































多数の人間と対象物との交流 (CSCW Computer Supported Cooperative Work ‘ グル
ープウェア，これをさらに広くグループテクノロジと総称している場合もある〉を可能にし
さらにそれを AR (Artificial Reality 人工現実感。人工現実感には遠隔現実 Tele-reality




























































































































































| 仮想空間 | 
|設計 (d回伊) I 
|機能 (function)I 構造設計
実
最適構造設計 (optimum structure dseign) 
解析・評価総合 (analysis and synthesis) 
各種の CAE
CAD 抽象化
体"形態・構造 (morphology and structure)| 生産設計
化| 最適生産設計 (optimum production dseign) 









































の品質設計のプロジェクトでも，前述の CAMPS の知能化ということが ICAMPS の名で進
められているが， 1 MSではその予備研究の中に GNOSIS C知識の体系化で，企画から生産
までをひとつのネットワークで結ぼうというもの〉計画があり，設計部門と生産部門を結ぶの




























ディスプレイにだけではなく，幅約 6m で高さ約 2m の大形の円筒形スクリーン上に立体映
像として投影することによって，住まいのプランナーと複数の客が同時に住空間を疑似体験し，
仕様の決定に反映させることができる。この場合オベレータが頭部へ従来と同じゴーグノレ，手































このためには社内の多数の関係者の協力を求め，いわゆる DfX (Design for X で X は
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